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1月の世界の天候

　1月の北半球500hPa高度天気図は，昨年の夏から

続いていた極付近に負偏差が卓越する分布が解消し，

正偏差と負偏差の面積がほぼ同じ分布になった．中緯

度では，日本から北アメリカにかけて帯状に負偏差域

が広がりヨーロッパも負偏差におおわれた．

　①シベリア南部から中国北部にかけての高温

　②ロシア北部の高温

　月平均気温が平年より4℃以上高い領域が，西はス

カンジナビア半島から東は中国北部まで帯状に広がっ

た．ロシア北部では平年より10◎C以上高くなったとこ

ろもあった．オビ川下流域の町サレハルドの月平均気

温は一13．2。C（平年差＋11．6◎C）だった．

　③ヨーロッパ西部の多雨

　ヨーロッパではスペインなどの地中海沿岸部を除き

多雨傾向のところが多く，特にドイツやフランスなど

ヨーロッパ西部では月の半ば以降頻繁に低気圧や前線

の影響を受け長雨に見舞われた．これらの地方では平

年2～3倍の月降水量となったところがあり，ライン

川が決壊するなど洪水による大きな被害が出た．オラ

ンダでは河川の水位が上昇し，1953年以来最大規模の

25万人が避難したと報じられた．

　④カリフォルニアの多雨

　合衆国東部や西海岸は多雨で，カリフォルニア州で

は月の前半にしばしば発達した低気圧の影響を受け，

大雨と強風により大きな被害が出た．月降水量は，サ

ンタマリアで299mm（平年の5．5倍）など，平年の4

～5倍に達したところがあった．同州の被害額は過去一

最大の13億ドル（約1300億円）以上と推定されている．

　⑤ブラジル酉部の高温

　ブラジル西部のアマゾン川上流域では，月平均気温

が平年より2～4。C高いところがあり，高温だった．

一方，アルゼンチンやウルグアイでは低温傾向だった．

　⑥オーストラリアの多雨

　昨年の3月以降少雨傾向が続いていたオーストラリ

アでは，西部や東部の沿岸部を除いて多雨に変わった．

⑦ニュージーランドの少雨

　ニュージーランドは少雨で，北島では干ばつによる

農作物への被害が伝えられた．

⑧その他

　中国西部からインド北部にかけては低温傾向となっ

た．インド北部やバングラデシュ北部では一時厳しい

低温に見舞われ，雪崩や寒さによる死者が伝えらわた．

　雨期のマレーシア南部では平年の2倍程度の月降水

量があった．

　　　　　　（気象庁予報部長期予報課　三浦芳敬）
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太陽黒点の状況（1995年1月）

　太陽の黒点相対数は，1980年以前はスイスのチュー

リッヒ天文台で決めていたが，現在はベルギーのブ

リュッセルにある黒点数データセンター　（Sunspot

Index　Data　Center）で決めている．このセンターで

は，世界の50～60か所の観測データを使って日ごとの

黒点相対数を決定し，これから月平均値，年平均値な

どを計算し各国の関係機関に通知している．黒点相対

数は，この量を使い始めたウォルフ（R．Wolf）の名を

取り，ウォルフ黒点相対数ともいわれる．具体的には，

次のような式で計算する．

　r＝k（10g十f）

ここで，r：黒点相対数　9：黒点群の数

　　　　f：黒点の数

　　　　k：規格化のための係数（観測機器，観測者

　　　　　　　　　　　　　　　　などによる係数）

　黒点相対数rは11年を周期として増減を繰り返す

が，周期には2，3年のずれが起こることもある．極大

は一般に周期の中央より前に起こる．1954年以降の黒

点相対数の経過（図参照）をみると，低極は1964年，

76年，86年頃にあり，次の低極は1996～97年になりそ

うである．現在はこの低極に向かってゆっくり減少し

ていく過程である．表には1994年1月以降の黒点相対

数の月平均値を示す．

　　　　　　（気象庁予報部長期予報課　湯田憲一）

最近1年間の太陽黒点相対数
　　　　　　　　　（9月までは確定値，10月以降は暫定値）．

年
月

94年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

95年
1月

黒点相対数 57．8 35．5 31．7 16．1 17．8 28．0 35．1 22．5 25．7 43．8 18．0 26．7 23．8
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